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Neurolucida®

S Y S T E M   F O R   N E U R O A N A T O M I C A L   A N A L Y S I S

ステレオロジーとは、2次元あるいは3次元の構造物の数量や形態計測上の特徴を統計学的に推量し、定量化するものです。

精密なサンプリングプロトコル

ワークフローによる簡単な操作

Stereo Investigator ®

S Y S T E M  F O R  S T E R E O L O G Y

ー

Neurolucida及びStereo Investigator用のプラグインモジュールです。

バーチャルスライスモジュール

ソリッドモデリングモジュール

イメージスタックモジュール

MRIモジュール

Neurolucida/Stereo Investigator 

プラグインモジュール

低倍率から高倍率までの完全な顕微鏡標本イメージ“バー
チャルスライド”を作成

脳の3D視覚化を実現

Zスタック画像の読込みと収録

MRI画像の読込みと解析
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ニューロントレーシング
ブレインマッピング
連続切片3D再構築
画像解析・形態解析

ステレオロジーによる
細胞数カウント、面積
体積、長さ等の解析
ブレインマッピング

Stereo Investigatorは、ステレオロジーによる三次元構造の定量解析及び解剖学的マッピングを目的とし
たソフトウェアです。

■主な解析項目（ステレオロジカルプローブ）
細胞数 : Optical Fractionator, Physical Fractionator, Linear Disector
長さ : Space Balls, Isotropic Virtual planes, L-Cycloid Optical Disector
面積・体積 : Cavalieri Estimator, Nucleator
表面積 : Optical Rotator, Surfactor
面積・体積-組織等の面積比 : Area Fraction Fractionator

■主な解析項目
Tree analysis : Length, Number, Volume, Surface area, Spine distribution, 
Branch order analysis, Layer Analysis, Spine and bouton density distributions, 
Sholl analysis, Dendrogram analysis
Anatomical regions : Perimeter, Area, Volume, Surface area
Cell analysis : Distribution, Size, Shape, Number, Nearest Neighbor analysis, 
Double label analysis

ステレオロジカルプロトコルの
“システマティックランダムサン
プリング” により公平で信頼でき
る定量解析結果をもたらします。

包括的な定量解析

付属の専用解析プログラム
Neurolucida Explorerによ
り、100に及ぶ神経解剖分
析におけるパラメータを自動
で解析。解析結果はテキスト
等で出力可能です。

Neurolucidaは、ニューロントレーシング、ブレインマッピング、3Dモデル作成等、脳及び神経細胞の形態、
構造解析を目的としたソフトウェアです。

自動化されたサンプリングサイト
の配置、標本（ステージ）の移動
による最も効率的な方法と、サン
プルのすばやい評価のためのわか
りやすい画面表示によって、解析
における時間を短縮します。

ソリッドモデリングモジュールは、より進んだ3D立体モ
デルを作成・表示するための機能拡張モジュールです。作
成された3Dグラフィクスは、それぞれの構造を任意の色
で表示することができます。また、内部の構造を表示する
ために、外側の構造物（表面）が透明になるよう設定可能で、
照明を設定することも可能です。“ウォークスルー” により、
脳の中に視覚的に入り、全く新しい視点で脳内を「見回る」
ことができます。

バーチャルスライスモジュールは、複数の連続した顕微鏡
視野の画像から構成される高解像度モンタージュ画像を作
成するための機能拡張モジュールです。バーチャルスライ
スモジュールは、XY電動ステージを使用し切れ目のない
連続画像を自動的に取得し、1つの大きなモンタージュ画
像を作成します。バックグランド補正機能によりシェー
ディングエラーを除去した継ぎ目のない広範囲にわたる高
解像度の “バーチャルスライド” を作成可能です。

イメージスタックモジュールは、コンフォーカル顕微鏡等
で収録された連続画像の読込み及び、カメラ、顕微鏡Z軸
の自動制御を行い、Zスタック画像を収録するための拡張
機能モジュールです。イメージスタックモジュールは、
Biorad PIC、Olympus Fluoview、Multi-TIFF、 Zeiss 
LSMフォーマット及び、TIFF、JPEG、 BMPファイル等
の連続画像を読込可能です。Neurolucidaま た は、
Stereo Investigatorの全ての機能が、スタック画像上で
使用可能になります。

MRIモジュールは、MRIイメージセットからのデータ取得
を可能とする機能拡張モジュールです。MRIモジュールは、
ANALYZEフ ォ ー マ ッ ト のMRIデ ー タ 及 び、TIFF、
JPEG、BMPファイル等の連続画像を読込可能です。
MRIモ ジ ュールにより、MRI画 像 からの3D再 構築
（Neurolucida）や、ス テ レ オ ロ ジ ー 解 析（Stereo 
Investigator）が可能になります。「ワークフロー」に従って順番に

ステップを進むことにより、ステ
レオロジカルプローブの設定から
解析、結果の出力までを簡便に行
うことが可能です。

顕 微 鏡 用 電 動 ス テ ー ジ
（XYZ）を制御し、多視野に渡
る切片全体を自動的に移動
し、広範囲のトレースを容易
にすると同時に、多数の Zレ
ベルを通して、ニューロン及
び脳の領域のフル 3D のデー
タを獲得します。

使いやすいインターフェイス

デジタルカメラによるライブ
画像及び、明視野、蛍光、コ
ンフォーカル、MRIの画像
ファイル等をサポートしてい
ます。また、ほとんどの研究
用顕微鏡に対応します。

さまざまな研究に対応

再構築した3Dモデルは、自
由に拡大縮小及び回転が可能
で構造の鮮明な視覚化が可能
です。また、画像ファイル、
ムービーファイル（AVI）、
CADファイルフォーマット
等での出力が可能です。

視覚化-3D再構築

効率的な解析

Nucleator －体積の解析 Space Balls －長さの解析

現在使用されている20種類以上
のステレオロジカルプローブによ
るステレオロジー解析が可能で
す。

多様なプローブに対応

Cavalieri －面積の解析




